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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　緑色の第１サブ画素と、白色の第２サブ画素と、マゼンダ色の第３サブ画素とを有する
光変調素子と、
　黄色の照明光と、シアン色の照明光とによって前記光変調素子を照明可能な光源と、を
備え、
　前記黄色の照明光によって、前記第１サブ画素及び前記第２サブ画素で緑を表すととも
に、前記第３サブ画素で赤を表し、
　前記シアン色の照明光によって、前記第１サブ画素及び前記２サブ画素で緑を表すとと
もに、前記第３サブ画素で青を表し、
　前記光源は、前記黄色の照明光と、前記シアン色の照明光とを時分割で切り替えつつ前
記光変調素子を照明し、
　前記黄色の照明光によって、緑色の前記第１サブ画素と、白色の前記第２サブ画素と、
マゼンダ色の前記第３サブ画素とを照明する際に、マゼンダ色の前記第３サブ画素を赤色
の信号で動作させるとともに、緑色の前記第１サブ画素及び白色の前記第２サブ画素を緑
の信号で動作させ、
　前記シアン色の照明光によって、緑色の前記第１サブ画素と、白色の前記第２サブ画素
と、マゼンダ色の前記第３サブ画素とを照明する際に、マゼンダ色の前記第３サブ画素を
青色の信号で動作させるとともに、緑色の前記第１サブ画素及び白色の前記第２サブ画素
を緑の信号で動作させる、表示装置。
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【請求項２】
　前記第１及び第２サブ画素の合計のサブ画素数と、前記第３サブ画素のサブ画素数との
比率は、２：１である、請求項１に記載の表示装置。
【請求項３】
　前記光源は、緑色の発光素子と、赤色の発光素子と、青色の発光素子とを有し、前記黄
色の照明光で前記光変調素子を照明する際に、前記緑色の発光素子と、前記赤色の発光素
子とを点灯させ、前記シアン色の照明光で前記光変調素子を照明する際に、前記緑色の発
光素子と、前記青色の発光素子とを点灯させる、請求項１又は２に記載の表示装置。
【請求項４】
　前記光変調素子は、液晶表示装置である、請求項１から３までのいずれか一項に記載の
表示装置。
【請求項５】
　請求項１から４までのいずれか一項に記載の表示装置と、
　前記表示装置によって形成された画像を投射する投射レンズと、を備えるプロジェクタ
ー。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、カラー画像を表示することができる表示装置及びこれを用いたプロジェクタ
ーに関する。
【背景技術】
【０００２】
　表示装置を備えるプロジェクターとして、干渉カラーフィルターで色分けしたカラー液
晶パネルに表示したカラー画像光をレンズでスクリーン上に拡大投射するものがある（特
許文献１の図７参照）。
【０００３】
　また、照明光をカラースイッチに入射させ、赤色光線、緑色光線、及び青色光線を順次
出力させ、これらの光線を偏光ビームスプリッターを介して反射型の液晶表示素子を照明
し、偏光ビームスプリッターでの分岐によって映像光線を取り出すものがある（特許文献
２の図３参照）。
【０００４】
　しかし、上記特許文献１のプロジェクターで用いられているカラー液晶パネルは、カラ
ーフィルターによって赤、青、及び緑に色分けされており、要求される解像度に対し３倍
以上の画素数が必要となり、パネルの大型化、開口率の低下が問題となる。
【０００５】
　また、上記特許文献２のようなプロジェクターは、応答速度に対する要求レベルが高く
なり、特に液晶パネルを用いる場合、応答速度を適正に保つことが容易でなくなり、走査
線の走査の仕方にも工夫が必要となる。
【０００６】
　なお、カラーフィルターを組み込んだカラー液晶パネルにおいて、サブ画素数を抑制す
るためＢａｙｅｒ方式と呼ばれるものが存在する。この方式では、緑：赤：青のサブ画素
数比を２：１：１に設定し、緑のサブ画素数を解像度と一致させている。この場合、緑の
サブ画素数を解像度と一致させれば、赤や青のサブ画素数を半分にしても見た目の解像感
が損なわれないことを利用しており、総サブ画素数を解像度の２倍に抑える効果がある。
【特許文献１】特開２０００－３５５６９号公報
【特許文献２】特開２００２－３４１４３９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明は、上記背景技術の課題に鑑みてなされたものであり、応答速度を確保しつつサ
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ブ画素数の増加を抑えることができる表示装置及びこれを用いたプロジェクターを提供す
ることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記課題を解決するため、本発明に係る表示装置は、（ａ）緑色の第１サブ画素と緑色
を含む第２サブ画素とマゼンダ（マゼンタ）色の第３サブ画素とを有する光変調素子と、
（ｂ）黄色の照明光と、シアン色の照明光とによって光変調素子を照明可能な光源とを備
え、（ｃ）黄色の照明光によって、第１サブ画素及び第２サブ画素で緑を表すとともに、
第３サブ画素で赤を表し、（ｄ）シアン色の照明光によって、第１サブ画素及び第２サブ
画素で緑を表すとともに、第３サブ画素で青を表す。
【０００９】
　上記表示装置では、黄色の照明光によって、第１サブ画素及び第２サブ画素で緑を表す
とともに、第３サブ画素で赤を表し、シアン色の照明光によって、第１サブ画素及び第２
サブ画素で緑を表すとともに、第３サブ画素で青を表すので、緑色系の第１及び第２サブ
画素によって見た目の解像度と明るさを確保することができる。なお、マゼンダ（マゼン
タ）色の第３サブ画素によって赤色や青色を表すことができる。
【００１０】
　本発明の具体的な態様では、第１及び第２サブ画素の合計のサブ画素数と第３サブ画素
のサブ画素数との比率が２：１である。この場合、緑色系の第１及び第２サブ画素、すな
わち全体の２／３のサブ画素によって見た目の解像度を確保することができる。
【００１１】
　本発明の別の態様では、上記表示装置において、第２サブ画素が白色のサブ画素である
。この場合、緑色の輝度を抑えてカラーバランスを保ちつつ解像度や明るさを向上させる
ことができる。
【００１２】
　本発明のさらに別の態様では、光源が、黄色の照明光とシアン色の照明光とを時分割で
切り替えつつ光変調素子を照明する。この場合、単一の光変調素子による表示状態を切り
替えつつ動作させてカラー画像を表示させることができる。
【００１３】
　本発明のさらに別の態様では、黄色の照明光によって、緑色の第１サブ画素と白色の第
２サブ画素とマゼンダ色の第３サブ画素とを照明する際に、マゼンダ（マゼンタ）色の第
３サブ画素を赤色の信号で動作させるとともに、緑色の第１サブ画素及び白色の第２サブ
画素を緑の信号で動作させ、シアン色の照明光によって、緑色の第１サブ画素と白色の第
２サブ画素とマゼンダ色の第３サブ画素とを照明する際に、マゼンダ（マゼンタ）色の第
３サブ画素を青色の信号で動作させるとともに、緑色の第１サブ画素及び白色の第２サブ
画素を緑の信号で動作させる。この場合、白色の第２サブ画素で黄色やシアン色を表示す
ることになり、結果的に白を加えた緑によって本来の緑色を補強的に表すことになる。
【００１４】
　本発明のさらに別の態様では、光源が、緑色の発光素子と赤色の発光素子と青色の発光
素子とを有し、黄色の照明光で光変調素子を照明する際に、緑色の発光素子と赤色の発光
素子とを点灯させ、シアン色の照明光で光変調素子を照明する際に、緑色の発光素子と青
色の発光素子とを点灯させる。この場合、発光素子の組み合わせによって簡易に黄色とシ
アン色とを形成することができる。
【００１５】
　本発明のさらに別の態様では、光変調素子は、液晶表示装置である。この場合、表示の
応答速度が遅くても、光変調素子の書き換えの頻度を下げることで、表示の質を高めるこ
とができる。
【００１６】
　本発明に係るプロジェクターは、（ａ）上述の表示装置と、（ｂ）当該表示装置によっ
て形成された画像を投射する投射レンズとを備える。
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【００１７】
　上記表示装置では、解像度が高く明るい表示装置によって、高品位の画像を投射するこ
とができる。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】実施形態のプロジェクターの構造を説明するブロック図である。
【図２】（Ａ）は、光源の構造を説明する図であり、（Ｂ）は、液晶パネルを構成するサ
ブ画素を説明する図である。
【図３】（Ａ）は、液晶パネルの第１の表示状態を説明する概念図であり、（Ｂ）は、液
晶パネルの第２の表示状態を説明する概念図である。
【図４】プロジェクターによるカラー画素の表示状態を概念的に説明する図である。
【図５】液晶パネルや光源の動作を説明するチャートである。
【図６】（Ａ）～（Ｄ）は、液晶パネルにおける情報の書き換えを説明する図である。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　図１に示すように、プロジェクター１００は、光学系部分１０と、回路装置２０とを備
える。
【００２０】
　光学系部分１０は、照明用の光源１１と、光束調整用のレンズ１２と、光変調素子であ
る液晶表示装置１４と、拡大投射用の投射レンズ１５とを備える。
【００２１】
　図２（Ａ）にも模式的に示すように、光源１１は、図１の液晶表示装置１４を照明する
ための照明光ＩＬを射出する発光部１１ａと、照明光ＩＬの射出状態を調整する集光用の
凹面ミラー１１ｂとを備える。この場合、発光部１１ａは、３つの発光素子ＥＧ，ＥＲ，
ＥＢを内蔵する。第１発光素子ＥＧは、緑色の照明光を発生し、第２発光素子ＥＲは、赤
色の照明光を発生し、第３発光素子ＥＢは、青色の照明光を発生する。これらの発光素子
ＥＧ，ＥＲ，ＥＢは、例えばＬＥＤ等で形成されており、個別のタイミングで発光させる
ことができる。具体的な動作では、緑色の発光素子ＥＧと赤色の発光素子ＥＲとを同時に
点灯させることで、発光部１１ａから黄色の第１照明光Ｌ１を射出させることができ、緑
色の発光素子ＥＧと青色の発光素子ＥＢとを同時に点灯させることで、発光部１１ａから
シアン色の第２照明光Ｌ２を射出させることができる。なお、各色の発光素子ＥＧ，ＥＲ
，ＥＢの発光輝度は、互いに等しくすることもできるが、相互間に適度の輝度差を設けて
照明光ＩＬの色バランスを所望の状態に調整することもできる。
【００２２】
　図１に戻って、液晶表示装置１４は、光源１１からの照明光ＩＬを空間的に変調するた
めのものであり、液晶層を透明電極等を有する一対の基板で挟んだ構造を有する液晶パネ
ル１４ａと、液晶パネル１４ａを光軸ＯＡに沿った両側から挟むように配置される一対の
偏光板（不図示）とを備える。液晶表示装置１４は、光源１１からレンズ１２を経て入射
した照明光ＩＬを変調し、画像光ＧＬを形成する。
【００２３】
　図２（Ｂ）に模式的に示すように、液晶パネル１４ａを構成するサブ画素ＰＥは、カラ
ー表示画素（いわゆる画素）よりも細分化されたものであり、縦横２次元的に一様に配列
されており、緑色の第１サブ画素ＰＧと、白色の第２サブ画素ＰＷと、マゼンダ色の第３
サブ画素ＰＭとに区分されている。まず、緑色の第１サブ画素ＰＧ（Ｇ）は、Ｘ方向の横
一列に隙間なく配列されている。白色の第２サブ画素ＰＷ（Ｗ）は、緑色の第１サブ画素
ＰＧの－Ｙ側に隣接して、Ｘ方向の横一列に隙間なく配列されている。マゼンダ色の第３
サブ画素ＰＭ（Ｍｚ）は、白色の第２サブ画素ＰＷの－Ｙ側に隣接して、Ｘ方向の横一列
に隙間なく配列されている。さらに、緑色の第１サブ画素ＰＧ（Ｇ）は、マゼンダ色の第
３サブ画素ＰＭの－Ｙ側に隣接して、Ｘ方向の横一列に隙間なく配列されている。以上の
ように、本実施形態の場合、横のＸ方向には同一色のサブ画素ＰＥが並び、縦のＹ方向に
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は緑色、白色、及びマゼンダ色のサブ画素ＰＥが周期的に並んでいる。ここで、緑色の第
１サブ画素ＰＧとマゼンダ色の第３サブ画素ＰＭとについては、それぞれに対応する色の
カラーフィルターが各サブ画素ＰＥの開口を覆うように形成されている。白色の第２サブ
画素ＰＷについては、これに対応する色のカラーフィルターが設けられていない。ただし
、カラーフィルターに代えてセル厚を等しくするような透明膜等を設けることができる。
なお、簡単のために説明を省略しているが、各サブ画素ＰＧ，ＰＷ，ＰＭの境界には、サ
ブ画素ＰＧ，ＰＷ，ＰＭ間の混色を防止するため、ブラックマトリックスを配置してもよ
い。
【００２４】
　以上において、緑色の第１サブ画素ＰＧと白色の第２サブ画素ＰＷとマゼンダ色の第３
サブ画素ＰＭとの割合は、互いに等しく、１：１：１となっている。つまり、第１及び第
２サブ画素ＰＧ，ＰＷの合計のサブ画素数と第３サブ画素ＰＭのサブ画素数との比率は２
：１となっている。
【００２５】
　図１に戻って、投射レンズ１５は、液晶表示装置１４によって変調された画像光ＧＬを
、不図示のスクリーン上にカラーの拡大像として投射する。
【００２６】
　回路装置２０は、ビデオ信号等の外部画像信号が入力される画像処理部８１と、画像処
理部８１の出力に基づいて光学系部分１０に設けた液晶表示装置１４を駆動する表示駆動
部８２と、画像処理部８１の出力に基づいて光学系部分１０に設けた光源１１を駆動する
光源駆動部８３と、これらの回路部分８１，８２，８３等の動作を統括的に制御する主制
御部８８とを備える。
【００２７】
　画像処理部８１は、入力された外部画像信号を各色の諧調等を含む画像信号に変換する
色諧調補正部８１ａを備える。色諧調補正部８１ａにより、液晶表示装置１４の液晶パネ
ル１４ａを構成する各サブ画素ＰＥによる光変調動作を適切なものとすることが可能にな
る。なお、画像処理部８１は、外部画像信号に対して歪補正や色補正等の各種画像処理を
行うこともできる。
【００２８】
　表示駆動部８２は、画像処理部８１から出力された画像信号に基づいて液晶表示装置１
４を動作させることができ、当該画像信号に対応した画像を液晶表示装置１４に形成させ
ることができる。つまり、表示駆動部８２は、画像処理部８１からの画像信号に基づいて
、液晶表示装置１４の液晶パネル１４ａに設けた各サブ画素ＰＥ（各色のサブ画素ＰＧ，
ＰＷ，ＰＭ）を個別に動作させる。具体的には、表示駆動部８２は、液晶パネル１４ａの
各サブ画素ＰＥにおける光透過率を適宜変化させるための駆動信号を液晶パネル１４ａに
出力し、各サブ画素ＰＥにおいて定期的に画素駆動信号の書き換えを行わせる。
【００２９】
　光源駆動部８３は、画像処理部８１から出力された点灯信号に基づいて光源１１を動作
させることができ、当該点灯信号に対応する状態の発光を光源１１行わせることができる
。つまり、光源駆動部８３は、光源１１に含まれる発光素子ＥＧ，ＥＲ，ＥＢを個別に点
灯させることができる。本実施形態の場合、第１のタイミングで、光源１１のうち緑色の
発光素子ＥＧと赤色の発光素子ＥＲとを同時に点灯させ、発光部１１ａから黄色の第１照
明光Ｌ１を射出させる。また、第２のタイミングで、光源１１のうち緑色の発光素子ＥＧ
と青色の発光素子ＥＢとを同時に点灯させ、発光部１１ａからシアン色の第２照明光Ｌ２
を射出させる。
【００３０】
　以上のプロジェクター１００において、光学系部分１０のうち、光源１１、レンズ１２
、及び液晶表示装置１４と、回路装置２０とを併せたものは、表示装置２００を構成して
おり、単独で画像を表示できる部分となっている。
【００３１】
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　図３（Ａ）及び３（Ｂ）は、光学系部分１０等の基本的な動作を説明する概念図である
。
【００３２】
　図３（Ａ）は、光学系部分１０による第１表示状態を示しており、光源１１は、第１の
タイミングとして、緑色の発光素子ＥＧと赤色の発光素子ＥＲとを同時に点灯させ、発光
部１１ａから黄色の第１照明光Ｌ１を射出させる。この結果、液晶表示装置１４又は液晶
パネル１４ａは、黄色照明光ＬＹで照明され、投射レンズ１５によって投射される画像Ｐ
Ｐは、緑色の第１サブ画素ＰＧに対応するサブ表示画素Ｐｇ１と、白色の第２サブ画素Ｐ
Ｗに対応するサブ表示画素Ｐｙ１と、マゼンダ色の第３サブ画素ＰＭに対応するサブ表示
画素Ｐｒ１とを有する。これらのサブ表示画素Ｐｇ１，Ｐｙ１，Ｐｒ１は、液晶パネル１
４ａのサブ画素配列に対応して、横方向にそれぞれ一列に配列されるとともに縦方向に順
次繰り返し配置される。ここで、緑色の第１サブ画素ＰＧは、第１照明光Ｌ１の黄色照明
光ＬＹで照明されるが、カラーフィルターによって赤色が除去されるので、結果的に緑色
の表示を行う。つまり、サブ表示画素Ｐｇ１は、緑色の表示として観察される。次に、白
色の第２サブ画素ＰＷは、第１照明光Ｌ１の黄色照明光ＬＹで照明され、カラーフィルタ
ーによる減光がないので、黄色の表示を行う。つまり、サブ表示画素Ｐｙ１は、黄色の表
示として観察される。最後に、マゼンダ色の第３サブ画素ＰＭは、第１照明光Ｌ１の黄色
照明光ＬＹで照明されるが、カラーフィルターによってマゼンダの補色すなわち緑色が除
去されるので、結果的に赤色の表示を行う。つまり、サブ表示画素Ｐｒ１は、赤色の表示
として観察される。
【００３３】
　図３（Ｂ）は、光学系部分１０による第２表示状態を示しており、光源１１は、第２の
タイミングとして、緑色の発光素子ＥＧと青色の発光素子ＥＢとを同時に点灯させ、発光
部１１ａからシアン色の第２照明光Ｌ２を射出させる。この結果、液晶表示装置１４又は
液晶パネル１４ａは、シアン色照明光ＬＣで照明され、投射レンズ１５によって投射され
る画像ＰＰは、緑色の第１サブ画素ＰＧに対応するサブ表示画素Ｐｇ２と、白色の第２サ
ブ画素ＰＷに対応するサブ表示画素Ｐｃ２と、マゼンダ色の第３サブ画素ＰＭに対応する
サブ表示画素Ｐｂ２とを有する。これらのサブ表示画素Ｐｇ２，Ｐｃ２，Ｐｂ２は、液晶
パネル１４ａのサブ画素配列に対応して、横方向にそれぞれ一列に配列されるとともに縦
方向に順次繰り返し配置される。ここで、緑色の第１サブ画素ＰＧは、第２照明光Ｌ２の
シアン色照明光ＬＣで照明されるが、カラーフィルターによって青色が除去されるので、
結果的に緑色の表示を行う。つまり、サブ表示画素Ｐｇ２は、緑色の表示として観察され
る。次に、白色の第２サブ画素ＰＷは、第２照明光Ｌ２のシアン色照明光ＬＣで照明され
、カラーフィルターによる減光がないので、シアン色の表示を行う。つまり、サブ表示画
素Ｐｃ２は、シアン色の表示として観察される。最後に、マゼンダ色の第３サブ画素ＰＭ
は、第２照明光Ｌ２のシアン色照明光ＬＣで照明されるが、カラーフィルターによってマ
ゼンダの補色すなわち緑色が除去されるので、結果的に青色の表示を行う。つまり、サブ
表示画素Ｐｂ２は、青色の表示として観察される。
【００３４】
　図４を参照して、投射レンズ１５によって投射される画像ＰＰ中の特定画素（特定カラ
ー表示画素又は特定ブロック画素）ＰＸの表示状態について説明する。図３（Ａ）に対応
する第１照明光Ｌ１による照明時、すなわち緑色及び赤色の発光素子ＥＧ，ＥＲを合わせ
た黄色照明光ＬＹによる照明時に、特定画素ＰＸは、観察者の眼ＥＹに対してサブ表示画
素Ｐｇ１，Ｐｙ１，Ｐｒ１を連結した第１の画素（ブロック画素）ＰＸ１として観察され
る。一方、図３（Ｂ）に対応する第２照明光Ｌ２による照明時、すなわち緑色及び青色の
発光素子ＥＧ，ＥＢを合わせたシアン色照明光ＬＣによる照明時に、特定画素ＰＸは、観
察者の眼ＥＹに対してサブ表示画素Ｐｇ２，Ｐｃ２，Ｐｂ２を連結した第２の画素（ブロ
ック画素）ＰＸ２として観察される。つまり、第１照明光Ｌ１による黄色照明時（第１表
示状態）には、緑、黄、及び赤で構成される３つのサブ表示画素Ｐｇ１，Ｐｙ１，Ｐｒ１
を一組とした第１の画素ＰＸ１として表示が行われ、第２照明光Ｌ２によるシアン色照明
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時（第２表示状態）には、緑、シアン、及び青で構成される３つのサブ表示画素Ｐｇ２，
Ｐｃ２，Ｐｂ２を一組とした第２の画素ＰＸ２として表示が行われる。そして、第１の画
素ＰＸ１と第２の画素ＰＸ２とは、例えば２フレームの半分の時間で切り替えられるので
、両画素ＰＸ１，ＰＸ２を合わせたものが画像中の特定点のカラー画素（画素ブロック）
を表すことになる。つまり、投射すべき画像中の特定点の画像信号は、両画素ＰＸ１，Ｐ
Ｘ２に対応する信号を合わせたものに対応する。
【００３５】
　図５に基づいて、液晶表示装置１４と光源１１との具体的な動作を説明する。まず、緑
色の発光素子ＥＧは常時点灯しており、緑色の照明すなわちＧ照明は連続している。また
、赤色の発光素子ＥＲは周期的に点灯しており、２フレームに対応する基本周期Ｔ０のう
ち後半の期間ＴＲにおいて、赤色の照明すなわちＲ照明が間欠的に行われる。青色の発光
素子ＥＢも周期的に点灯しており、基本周期Ｔ０のうち前半の期間ＴＢにおいて、青色の
照明すなわちＢ照明が間欠的に行われる。
【００３６】
　各色のサブ画素ＰＧ，ＰＷ，ＰＭの書き換えについては、フレームの初期の期間ｔ１に
おいて、マゼンダ色の第３サブ画素ＰＭに対して、青色に対応する駆動信号（青色の信号
）の書き換えが行われる。この際、赤色の発光素子ＥＲと青色の発光素子ＥＢとは、混色
を避けるために停止している。この期間ｔ１の次の期間ｔ２において、緑色の第１サブ画
素ＰＧに対して、緑色に対応する駆動信号（緑色の信号）の書き換えが行われる。この際
、青色の発光素子ＥＢが点灯しているが、これらのサブ画素は互いに干渉しない。この期
間ｔ２の次の期間ｔ３において、白色の第２サブ画素ＰＷに対して、緑色に対応する駆動
信号（緑色の信号）の書き換えが行われる。この際、緑色の発光素子ＥＧのほかに青色の
発光素子ＥＢが点灯しており、白色の第２サブ画素ＰＷは、黄色照明光ＬＹすなわち第１
照明光Ｌ１で照明される。この期間ｔ３の次の期間ｔ４において、マゼンダ色の第３サブ
画素ＰＭに対して、赤色に対応する駆動信号（赤色の信号）の書き換えが行われる。この
際、赤色の発光素子ＥＲと青色の発光素子ＥＢとは、混色を避けるために停止している。
この期間ｔ４の次の期間ｔ５において、Ｒ照明が開始される。この期間ｔ５の次の期間ｔ
６において、白色の第２サブ画素ＰＷに対して、緑色に対応する駆動信号（緑色の信号）
の書き換えが行われる。この際、緑色の発光素子ＥＧのほかに赤色の発光素子ＥＲが点灯
しており、白色の第２サブ画素ＰＷは、シアン色照明光ＬＣすなわち第２照明光Ｌ２で照
明される。
【００３７】
　以上において、期間ｔ２，ｔ３は、図３（Ａ）の第１表示状態に相当するものとなって
いる。また、期間ｔ５，ｔ６は、図３（Ｂ）の第２表示状態に相当するものとなっている
。
【００３８】
　図６（Ａ）～６（Ｄ）は、各色のサブ画素ＰＧ，ＰＷ，ＰＭの書き換えを視覚的に説明
する図である。図６（Ａ）は、マゼンダ色の第３サブ画素ＰＭに対する青色信号の書き換
え又は書き込みを示しており、図５の期間ｔ１中の処理を説明している。これにより、マ
ゼンダ色の第３サブ画素ＰＭによる青色表示が準備される。図６（Ｂ）は、緑色の第１サ
ブ画素ＰＧに対する緑色信号の書き換え又は書き込みを示しており、図５の期間ｔ２中の
処理を説明している。これにより、緑色の第１サブ画素ＰＧによる緑色表示が徐々に更新
される。図６（Ｃ）は、白色の第２サブ画素ＰＷに対する緑色信号の書き換え又は書き込
みを示しており、図５の期間ｔ３中の処理を説明している。これにより、白色の第２サブ
画素ＰＷによる緑色表示（ここでは黄色表示）が徐々に更新される。図６（Ｄ）は、マゼ
ンダ色の第３サブ画素ＰＭに対する赤色信号の書き換え又は書き込みを示しており、図５
の期間ｔ４中の処理を説明している。これにより、マゼンダ色の第３サブ画素ＰＭによる
赤色表示が準備される。
【００３９】
　なお、図６（Ｂ）の期間ｔ２では、緑色の発光素子ＥＧを点灯したままで緑色の第１サ
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ブ画素ＰＧを書き換えているが、混色の等の問題は生じない。また、図６（Ｃ）の期間ｔ
３では、青色の発光素子ＥＢを点灯したままで白色の第２サブ画素ＰＷを書き換えている
が、混色の等の問題は生じない。なお、図示を省略しているが、期間ｔ６においても、赤
色の発光素子ＥＲを点灯したままで緑色信号によって白色の第２サブ画素ＰＷを書き換え
ているが、混色の等の問題は生じない。以上の第２サブ画素ＰＷについては、期間ｔ２，
ｔ３の黄色表示と、期間ｔ５，ｔ６のシアン色表示とを合わせた全体で緑色表示を行って
いる。
【００４０】
　ここで、白色の第２サブ画素ＰＷによる表示についてより詳しく説明する。図３（Ａ）
に示す第１表示状態において、白色の第２サブ画素ＰＷによって、スクリーン上で黄色の
サブ表示画素Ｐｙ１が形成される。一方、図３（Ｂ）に示す第２表示状態において、白色
の第２サブ画素ＰＷによって、スクリーン上でシアン色のサブ表示画素Ｐｃ２が形成され
る。これらは、第１のタイミングのＲ照明に相当する期間ｔ５，ｔ６（図５参照）と、第
２のタイミングのＢ照明に相当する期間ｔ２，ｔ３（図５参照）とにそれぞれ対応してお
り、周期的に高速で繰り返されるので、視覚的には、シアン色のサブ表示画素Ｐｃ２と黄
色のサブ表示画素Ｐｙ１とが合成されたものとして認識される（図４等参照）。つまり、
観察者は、黄色とシアン色とを加算した色、すなわち緑色に白色を加算した色を観察する
ことになる。ここで、白色はその明るさの約８０％が緑色成分であり緑に白を加えても緑
と感じさせる特性があるので、白の加算によって色調を変えることなく見かけ上の明るさ
を稼ぐことができる。さらに、緑色の第１サブ画素ＰＧに加えて白色の第２サブ画素ＰＷ
によって投射画像の解像度を向上させることができ、緑色の第１サブ画素ＰＧのみによる
解像度の２倍の解像度とすることができる。ここで、マゼンダ色の第３サブ画素ＰＭによ
って、赤色のサブ表示画素Ｐｒ１と、青色のサブ表示画素Ｐｂ２とを形成するので、赤色
や青色については形式上解像度が低下するが、見た目の解像度は、緑色の第１サブ画素Ｐ
Ｇと白色の第２サブ画素ＰＷとによって高く維持される。
【００４１】
　以上のように、本実施形態のプロジェクター１００によれば、黄色照明光ＬＹによって
、第１サブ画素ＰＧ及び第２サブ画素ＰＷで緑を表すとともに、第３サブ画素ＰＭで赤を
表し、シアン色の照明光によって、第１サブ画素ＰＧ及び第２サブ画素ＰＷで緑を表すと
ともに、第３サブ画素ＰＭで青を表すので、緑色系の第１及び第２サブ画素ＰＧ，ＰＷに
よって見た目の解像度と明るさを確保することができる。なお、マゼンダ色の第３サブ画
素ＰＭによって赤色や青色を表すことができる。本実施形態では、赤色や青色については
フィールドシーケンシャル表示を行っていることになり、緑色ついては連続表示を行って
いることになる。このため、カラーブレークアップを目立たないものとすることができる
。
【００４２】
　この発明は、上記の実施形態に限られるものではなく、その要旨を逸脱しない範囲にお
いて種々の態様で実施することが可能である。
【００４３】
　例えば、白色の第２サブ画素ＰＷについては、緑色のカラーフィルターを追加した緑色
のサブ画素とすることができる。この場合も、緑色のサブ画素密度を高めて画像の解像度
や明るさを高めることができる。さらに、白色の第２サブ画素ＰＷについては、黄色のカ
ラーフィルターを追加した黄色のサブ画素とすることができる。つまり、第２サブ画素Ｐ
Ｗは、緑色を含むものであれば、光源の輝度、カラーバランス等に応じて適宜色を設定す
ることができる。
【００４４】
　また、液晶パネル１４ａにおけるサブ画素ＰＧ，ＰＷ，ＰＭの配列や密度は、図２（Ｂ
）に示すものに限らず、例えばＢａｙｅｒ型とすることもできる。この場合、１組の４サ
ブ画素（つまりブロック画素）については、緑、白、及びマゼンダのうちいずれを２つと
することもできる。
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【００４５】
　上記実施形態では、光源１１の発光素子ＥＧ，ＥＲ，ＥＢをＬＥＤで形成するとしたが
、発光素子ＥＧ，ＥＲ，ＥＢを他の発光素子で形成することもできる。
【００４６】
　上記実施形態では、光源１１からの照明光ＩＬをそのまま用いているが、照明光ＩＬを
特定方向の偏光に揃えることもできる。
【００４７】
　液晶パネル１４ａは、透過型に限らず、反射型とすることができる。ここで、「透過型
」とは、液晶パネルが光を透過するタイプであることを意味しており、「反射型」とは、
液晶パネルが光を反射するタイプであることを意味している。
【００４８】
　プロジェクターとしては、投射面を観察する方向から画像投射を行う前面投射型のプロ
ジェクターと、投射面を観察する方向とは反対側から画像投射を行う背面投射型のプロジ
ェクターとがあるが、図１等に示すプロジェクターの構成は、いずれにも適用可能である
。
【００４９】
　液晶パネル１４ａに代えて、カラーフィルターを形成したマイクロミラーをサブ画素と
するデジタル・マイクロミラー・デバイス等を、光変調素子として用いることもできる。
【符号の説明】
【００５０】
　１０…光学系部分、　１１…光源、　１１ａ…発光部、　１１ｂ…凹面ミラー、　１２
…レンズ、　１４…液晶表示装置、　１４ａ…液晶パネル、　１５…投射レンズ、　２０
…回路装置、　８１…画像処理部、　８１ａ…色諧調補正部、　８２…表示駆動部、　８
３…光源駆動部、　８８…主制御部、　１００…プロジェクター、　２００…表示装置、
　ＥＧ，ＥＲ，ＥＢ…発光素子、　ＧＬ…画像光、　ＩＬ，Ｌ１，Ｌ２…照明光、　ＬＣ
…シアン色照明光、　ＬＹ…黄色照明光、　ＯＡ…光軸、　Ｐｂ２，Ｐｃ２…サブ表示画
素、　ＰＥ…サブ画素、　ＰＧ…第１サブ画素、　ＰＷ…第２サブ画素、　ＰＭ…第３サ
ブ画素、　Ｐｇ１，Ｐｙ１，Ｐｒ１…サブ表示画素、　Ｐｇ２，Ｐｃ２，Ｐｂ２…サブ表
示画素
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